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日本分析化学会近畿支部ニュース 第１号                       ２００５年８月３０日 

 

ぶんきんニュース 

 
 
 
 
   
 

 

ぶんきんニュース 発行！ 
 
日本分析化学会近畿支部会員の皆様へ 
 
これまで日本分析化学会近畿支部では、支部会員の皆様へのお知らせは、幹事などを通じた

人づてによるものか、ホームページでのお知らせに限られていました。前者のコミュニケーシ

ョン方法は支部会員をあまねくカバーしているとは限らず、後者はホームページを見るという

アクションを起こしていただかない限り情報を共有していただくことができないという問題

があります。会員誌「ぶんせき」もコミュニケーションの手段ではありますが、支部にかかわ

るきめ細かな、またきびきびした情報伝達に向いてはいません。他支部では、支部ニュースを

発行して支部会員の円滑な情報伝達と、より積極的な分析化学会の活動のよりどころとしてい

るようです。これに習い、さる７月の日本分析化学会近畿支部第２回幹事会で、近畿支部でも

支部ニュースを発行することにしました。 
 とくに今年度は、支部の新しい制度として、年度の途中からではありますが、以下の記事に

ありますように、国際交流助成制度と奨励賞を発足させましたので、これらを会員の皆様にお

知りいただくべきという事情もあり、急ごしらえではありますが第１号をお届けします。この

ニュースは今のところ不定期発行です。郵送はせず、e-mail アドレスをお知らせいただいて

いる会員の皆様には e-mail でお届けし、同時にホームページに掲載します。 
 

２００５年８月２９日 
日本分析化学会近畿支部 
 支部長 垣 内  隆 
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近畿支部の奨励賞と助成制度創設！ 
 

 近畿支部では、「近畿分析技術研究奨励賞」と「近畿分析技術研究国際交流助成」の２つの新し

い支部独自の制度を設けました。これらはいずれも近畿分析技術研究懇話会の財政的な援助をも

とに行われるもので、今年度からスタートし、５年間継続します。 

 下記に募集要項を示します。積極的にご応募くださいますようお願いします。 

 

 

近畿分析技術研究奨励賞募集のお知らせ 

 

募集要項 

１．表彰の目的 
  分析化学にかかわる技術開発と研究に携わる近畿地区の優秀な若手技術者・研究者を奨励す

る。 
２．表彰の対象 

 募集年の 4 月 1 日時点で 35 歳以下であり、(1) 日本分析化学会近畿支部に所属する会員、

(2) 日本分析化学会の維持会員もしくは特別会員である近畿地区の企業に所属する者、(3) 近
畿分析技術研究懇話会の会員である企業に所属する者のいずれかであること。 
２）日本分析化学会奨励賞受賞者は、本賞の対象としない。 

３．表彰人数 
表彰する者の数は各実施年度につき２名以内。 

４．表彰方法 
 賞状と記念品を授与する。 

５．応募方法 
会員の推薦（自薦も含む）による。推薦者は、推薦状（様式１）、候補者本人作成の業績説明

書（様式２）および業績リスト（様式３）、業績を示す資料（特許、技術説明書、論文別刷り

など）をまとめた正本 1 部、コピー7 部を日本分析化学会近畿支部事務局へ提出する。申請

書の様式は分析化学会近畿支部ホームページhttp://www.bunkin.org/ からダウンロードする

ことができる。 

６．募集期間 
受賞年の 9 月 1 日から 9 月 30 日。 

７．提出先 
社団法人 日本分析化学会近畿支部 

〒550-0004 大阪市西区靫本町 1-8-4 
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http://www.bunkin.org/


 
 

近畿分析技術研究国際交流助成募集のお知らせ 

 

募集要項 

１．助成対象 
外国で開催される分析化学関連の国際会議、シンポジウム、ワークショップ等に出席して、

とくに優秀な成果を発表する者に対して助成する。 
 
２．助成金額・件数 

海外渡航にたいして１件あたり 15 万円を限度とする。 
1 年間の助成総額は４０万円（税込み）であり、採択件数は応募状況によって変動する。 

 
３．応募資格 

会議開催時点で 35 歳以下であり、(1) 日本分析化学会近畿支部に所属する会員、(2) 日本分

析化学会の維持会員もしくは特別会員である近畿地区の企業に所属する者、(3) 近畿分析技

術研究懇話会の会員である企業に所属する者のいずれかであること。 
  
４．助成の報告義務 

渡航助成を受けた者は、帰国後 1 ヶ月以内に日本分析化学会近畿支部へ報告書を提出すると

ともに、６ヶ月以内に日本分析化学会近畿支部ニュースに報告記事を投稿しなければならな

い。 
 
５．応募手続き 

所定の申請書に記入し、正本１部、写し７部を募集期間内に提出する（必着）。申請書には、

会議概要（様式１―１）、参加目的（様式１－２）、発表の形式と内容（様式２）を記し、発

表要旨、会議の回状（circular）やプログラムなど会議の内容がわかる資料を添付すること。

申請書の様式は分析化学会近畿支部ホームページhttp://www.bunkin.org/ からダウンロード

することができる。 
 
６．募集期間 

第 1 期 9 月 1 日～9 月 30 日（当該年 12 月～翌年 5 月開催分） 
第 2 期 2 月 1 日～ 2 月末日（当該年の 6～11 月開催分） 
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